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[bookmark: _GoBack]私は安楽死・尊厳死を認めるべきだと考える。安楽死については積極的安楽死が問題となっているが本国の学説では賛成論が有力であり、それを認めている。また積極的安楽死正当化論が展開される中尊属殺人被告事件判決から東海大学安楽死事件判決にかけて患者の自己決定権が考慮されるべき点として主張されるようになってきており、私もその権利はもっとも尊重されるべきものであると考える。尊厳死についても同様に人の死に直結する重要な問題であるため患者の自己決定権が尊重されるべきだと考える。現在の議論では自己決定権と医師の治療義務を中心に展開されているが、行為自体に正当性があるならば、患者の自己決定権を尊重し、安楽死・尊厳死を認める制度を実施することは認められるべきだと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
